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Serial Dilutions of Antibody
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DAB B2 & % BMI1 Y9 X mAb #FAL /857« VEIEE NERERGSOREHE
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	応用
	抗原情報
	背景
	ポリコームグループ（PcG）多タンパク質PRC1複合体の構成要素であり、発生過程を通じてHox遺伝子を含む多くの遺伝子の転写抑制状態を維持するために必要な複合体です。PcG PRC1複合体は、クロマチンリモデリングとヒストンの修飾を介して作用し、ヒストンH2Aの「Lys-119」のモノユビキチン化を媒介することで、クロマチンの発現能を遺伝的に変化させます。PRC1複合体において、PcG PRC1はRNF2/RING2のE3ユビキチンタンパク質リガーゼ活性を刺激するために必要です。
	研究分野
	-
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	BMI1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	BMI1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した NIH/3T3 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による BMI1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による BMI1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

